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授

吉
田
喜
一

都
内
で
唯
一
都
電
の
残
る
街

今
回
は
都
電
で
す
。
都
電
荒
川
線
は
，
荒

川
区
南
千
住
の
三
ノ
輪
橋
か
ら
新
宿
区
の

早
稲
田
ま
で
を
結
ぶ
、
東
京
都
交
通
局
を

事
業
主
体
と
す
る
東
京
都
電
車
（
都
電
）

の
軌
道
路
線
で
す
。

都
電
荒
川
線
の
歴
史
は
、
1911
年
（
明
治

四
十
四
年
）
に
「
大
塚
～
飛
鳥
山
」
間
に

開
通
し
た
王
子
電
気
軌
道
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
1942
年
（
昭
和
十
七
年
）
に
は
、
陸
上

交
通
調
整
法
に
よ
り
，
市
内
路
面
交
通
事

業
（
市
内
電
車
，
路
線
バ
ス
）
が
東
京
市

に
統
合
さ
れ
市
電
と
な
り
ま
す
。
系
統
は

27
系
統
（
三
ノ
輪
橋
～
赤
羽
）
と
32
系
統

（
荒
川
電
車
前
～
早
稲
田
）
で
し
た
。
1943

年
（
昭
和
十
八
年
）
に
は
都
制
が
施
行
さ

れ
、
都
電
と
な
り
ま
し
た
。
1955
年
（
昭
和

三
十
年
）
以
後
、
都
電
は
次
々
と
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。
都
電
荒
川
線
（
当
時
の
27
・

32
系
統
）
も
廃
止
対
象
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
路
線
の
大
部
分
が
一
般
道
路
を
通

ら
な
い
専
用
軌
道
で
あ
る
こ
と
、
他
に
代

替
輸
送
機
関
が
な
い
こ
と
、
そ
し
て
沿
線

住
民
の
存
続
に
対
す
る
強
い
希
望
が
あ
り
、

1972
年
（
昭
和
四
十
七
年
）
十
一
月
に
27
系

統
の
一
部
（
王
子
～
赤
羽
間
）
が
廃
止
さ

れ
た
だ
け
に
と
ど
ま
り
、
三
ノ
輪
橋
～
早

稲
田
間
が
存
続
さ
れ
ま
し
た
。

1974
年
（
昭
和
四
十
九
年
）
に
は
27
系
統

と
32
系
統
を
一
つ
に
し
、
「
荒
川
線
」
と

改
名
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
利
用

客
数
は
一
日
六
万
人
を
越
え
、
都
民
・
区

民
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
交
通
機
関
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
尾
久
橋
通
り
の
混
雑
緩

和
の
た
め
、
東
京
都
交
通
局
は
2008
年
（
平

成
二
十
年
）
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー

（
日
暮
里
駅

-

見
沼
代
親
水
公
園
駅
）
を

開
設
し
ま
し
た
。
並
行
し
て
走
っ
て
い
る

都
営
バ
ス
里
の
路
線
を
中
量
輸
送
機
関
に

置
き
換
え
る
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
た
も

の
で
す
。

当
初
は
地
下
鉄
７
号
線
（
現
在
の
南
北

線
）
の
一
部
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
財
政
問
題
や
採
算
性
な
ど
か
ら
尾

久
橋
通
り
上
の
新
交
通
シ
ス
テ
ム
に
変
更

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
東
京
・
荒
川
区
の

交
通
・
物
流
（
二
）
―
隅
田
川
舟
運

・
都
電
・
自
転
車
の
街
―

吉田喜一
教授の
ものつくり
工学便り

こ
ん
に
ち
は
。
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目

で
す
。
当
店
の
あ
る
コ
ツ
通
り
周
辺
は
、
幼

い
頃
の
記
憶
で
は
、
今
よ
り
商
店
街
に
活
気

は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
昼
間
か
ら
酔
客
が
出

没
し
た
り
、
常
磐
線
の
ガ
ー
ド
下
で
寝
て
い

る
人
が
い
た
り
す
る
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る

「
山
谷
」
の
存
在
を
感
じ
さ
せ
る
、
少
し
独

特
な
街
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

時
代
が
下
り
、
南
千
住
の
街
も
大
き
く
変

貌
を
遂
げ
た
も
の
で
す
。
日
雇
い
労
働
者
の

ネ
グ
ラ
だ
っ
た
簡
易
旅
館
は
、
外
国
人
旅
行

者(

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー)

向
け
の
格
安
ホ
テ
ル

に
な
り
、
駅
前
は
再
開
発
で
面
目
を
一
新
し

ま
し
た
。
事
業
所
の
跡
地
に
は
大
型
マ
ン
シ
ョ

ン
や
商
業
施
設
が
建
設
さ
れ
、
新
た
な
賑
わ

い
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
地
域

と
の
関
係
が
希
薄
な
単
身
向
け
ア
パ
ー
ト
が

増
え
た
り
、
新
陳
代
謝
の
進
ま
な
い
商
店
街

が
衰
退
・
住
宅
地
化
し
た
り
と
、
徐
々
に
凡

庸
な
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
方
向
に
変
わ
り
行
く

気
が
し
て
寂
し
く
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

交
通
の
便
が
良
く
、
そ
の
割
に
地
価
の
安

い
南
千
住
に
は
、
単
な
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に

す
る
だ
け
で
は
勿
体
な
い
よ
う
な
、
「
新
た

な
魅
力
」
を
生
み
出
せ
る
潜
在
能
力
が
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
魅
力
の
創
出
に
は
、
他

所
に
は
な
い
よ
う
な
軸
が
必
要
で
す
。
例
え

ば
、
そ
れ
は
大
学
の
よ
う
な
文
教
施
設
で
あ
っ

た
り
、
総
合
病
院
の
よ
う
な
医
療
機
関
で
あ
っ

た
り
（
…
女
子
医
大
第
二
病
院
を
、
セ
メ
ン

ト
サ
イ
ロ
跡
に
誘
致
で
き
な
か
っ
た
の
は
惜

し
い
こ
と
で
し
た
。
）
と
い
う
の
が
定
石
で

す
が
、
か
つ
て
の
宿
場
町
だ
っ
た
南
千
住
ら

し
さ
を
生
か
す
な
ら
ば
、
前
に
挙
げ
た
「
格

安
ホ
テ
ル
」
と
い
う
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
折
し
も
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

や
、
観
光
立
国
推
進
を
受
け
て
、
宿
泊
ニ
ー

ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
後
押
し
す
る
た
め
に
、
区
が
案
内
看

板
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
、
無
料
公
衆
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
、
案
内
ス
タ
ッ
フ
を
整
備
し
た
り
、
ド

ナ
ウ
広
場
に
高
速
バ
ス
の
乗
降
場
や
乗
務
員

休
憩
所
を
用
意
し
、
羽
田
・
成
田
の
両
空
港

や
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
へ
の

直
通
バ
ス
路
線
を
誘
致
し
た
り
す
る
（
…
南

千
住
は
首
都
高
速
イ
ン
タ
ー
に
近
く
、
好
条

件
で
す
。
）
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

宿
泊
者
が
周
辺
の
飲
食
店
・
小
売
店
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
経
済
効
果
を
与
え
、

街
に
活
気
が
生
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
区
の
税

収
に
も
好
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

空
港
な
ど
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
ア
ク
セ
ス
が
実

現
し
、
住
民
も
そ
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
と

い
う
点
で
、
南
千
住
の
街
の
魅
力
が
増
す
よ

う
に
思
い
ま
す
。

メガネの
祐一郎君の

アドバイス

南
千
住
・
街
の

「
新
た
な
魅
力
の
創
出
」
を
考
え
る

消費生活アドバイ

ザー佐藤 祐一郎


